
平成 29年度 食育推進に係る実践報告書 

学校名 三次市立十日市小学校 

学校長氏名 坂田 邦彦 栄養教諭氏名 楪 純子 

職員数 ５９名 児童・生徒数 ６７４名 

１ 学校における食育の現状（昨年度からの課題等） 

本校の校区は三次市の中心部にあり，公共施設や商業施設が多く，商業地と住宅地が混在した地域であ

る。生活の利便性が高く人口が集中しており，市内のおよそ４分の１の児童が本校に通学している。 

 今年度はこれまで行っていた「食の調査」を「生活リズム調査」に変更して実施した。２回の調査結果

では，朝食を摂っている児童が 90％以上と高かった。しかし，朝食を摂っていない児童は固定化しており

朝食以外にも就寝時刻が遅かったり，遅刻や忘れ物が多かったりするなど生活態度に課題のある児童もいる。 

２ 学校の食育に係る目標（成果指標・目標値） 

自らの健康に関心をもち，健康な生活を送ろうとする児童を育てることを食育推進目標に設定し，

１学期と３学期に「生活リズム週間」を指定して，生活リズム調査を２回行った。 

（生活リズムアンケートを年２回実施し，朝食を摂る児童の割合を 90％以上にする） 

３ 食育の目標に対する具体的な取組 

 【取組１】（テーマ） 教科等における食に関する指導の充実に向けた取組  

食育年間指導計画に沿って，各学年３単元以上の食育授業を行った。参観授業を取り入れることで

家庭と連携した指導ができる機会も設けた。１年生は９月に「３つの色のたべものを知ろう」，３年

生は１月に「おやつについて考えよう」，２年生は２月に「米と季節のたべものを知ろう」という学

習を行った。 

 

 

 

 

 

 

 【取組２】（テーマ）食に関する啓発資料の発行と広報の取組  

生活リズムアンケートの結果を基に，参観日の学級懇談会や給食試食会の資料として活用し，保護者へ

の啓発を行った。やせと肥満のデータも学級毎の集約を行い，８月の職員研修の資料として活用した。 

      

 

 

 

 

 

 

別紙様式 



 【取組３】（テーマ）給食を食べきる取組と食環境整備  

今年度は学級編成の変更により，各学年の学級数が減ったため空き教室が発生した。給食で「楽しい・

おいしい・うれしい」を感じてもらうとともに，住（教室）と食を分ける環境整備を行うために，空き教

室をランチルームに活用することを提案し，９月からの使用を始めた。３年生から６年生までの学級毎に

使用日を決めて給食を行った。ごはん給食の日にランチルームを使用する際は，児童自ら洗米をし炊飯器

を使用して炊きたてのご飯を提供することができた。 

ランチルームを使用しての感想では，ほとんどの児童が楽しみにしており，ランチルームを使用する日

はどの学級も全てのメニューが完食できている。 

 

 

 

 

 

４ 「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について 

健康部主催で夏休み中に行う「親子料理教室」や三次市教育研究会栄養士協議会主催で行う「ひろしま

給食親子料理教室」，ＰＴＡ主催の「学校給食試食会」でのひろしま給食の試食等，今年度も様々な機会

をとらえて啓発を行うことができた。ひろしま給食メニューは，本校では実施が難しそうな内容のものも

あったが，試作等も行い，調理員と試行錯誤をしながら全メニューを提供することできた。  

   

５ 取組に対する成果と課題 

 【成果】・ランチルーム給食を行ったことにより，食べる意欲や友達とのミュニケーションが活発にで

きるようになった児童がいる。 

     ・短時間で配膳が整う学級が増えてきた。 

     ・苦手な食べ物も食べようと努力する児童が増えた。 

 【課題】・給食を完食できる学級が増えてきたが，野菜を少量しか食べない児童もいる。 

      ・調査物をより早く集約し，ゆとりをもって啓発資料を活用できるようスケジュール管理を行う。 

６ 今後の取組に向けた改善方策について 

保護者に啓発資料を配布することができたが，個別指導が十分にできていない。より効果的に啓

発ができるように時期や内容を工夫する。また，食事のマナー等については家庭の協力も不可欠

であるので，今後も通信等で保護者に対して啓発をしていく。 






